別添１
建築士による適合確認書
当該申請に係る住宅の一次エネルギー消費量の評価結果、省エネルギー基準への適合状況及び当該申請に係る住宅の設計内容と住宅のゼロ・エネルギー化推進事業の提案申請に記載されている提案内容との適合状況は次のとおりであることを証明する。

平成   年   月   日

       一級建築士 　　登録　　　　　号　
建築士の氏名　　 　　　　　　　印　
１．建築物の基本事項

	事　　業　　名
	

	　　　　　　　　ﾌﾘｶﾞﾅ
事業の区分と名称
	　　　　　　　　　　　　　　ﾌﾘｶﾞﾅ　　　

区分：新築　改修　　名称： 

	所　　在　　地
	

	用　　　　　途
	□専用住宅　□併用住宅

	構　造・工　法
	□木造　□鉄骨造　□RC造　□SRC造□その他（　　　）

	延べ面積・階数
	延べ面積:       ㎡　　　地上   階　　地下   階


(注)１．「事業名」欄には、提案申請書様式１に記載してある「事業名」を記載すること。

２．□には該当するものに☑もしくは■を記入すること。
２．申請者等の概要

	申　　請　　者
	氏名又は名称  
住所　　

	建　　築　　主
	氏名又は名称　　
住所　　

	設　　計　　者
	資格　　　　　　（　　）建築士　　　(　　)登録　　　　号

氏名　　
建築士事務所名　（　　）建築士事務所（　　）知事登録　　　号

　　　　　　
所在地　　　
電話番号　　


３．一次エネルギー消費量（削減量）の適合状況

（１）ゼロ・エネルギー住宅の種別
	適用した判断基準
	□ ① 一次エネルギー消費量の算定要領に基づく評価結果

□ ② 標準的な住宅の一次消費エネルギー量が概ねゼロとなるとみなす仕様
· ③ 審査委員会によって上記 ①、②の基準と同等以上の性能を有する住宅と認められたもの


(注) 該当するものに☑もしくは■を記入すること。また審査委員会に認められたものについては、別途審査結果書面を添付する事。

　　　

	（２）評価結果　＜（１）で　①、②を選択した場合＞

	ゼロ・エネルギー化
	補足説明 ※
	提案時の
数値基準
	今回の
申請結果
	適合性評価

	エネルギー消費

削減率（％）
	（R）
	％
	％
	適　不適

	標準エネルギー
消費量(補正後)
	正味エネルギー

（EST’）
	GJ
	GJ
	

	当該住宅のエネルギー

削減量
	断熱,設備の性能向上等
による（SSUBTOTAL’）
	GJ
	GJ
	

	
	太陽光発電（SE）
	GJ
	GJ
	


(注)「適合性評価」欄には、どちらか該当する方に○をつけること。ただし、提案時の基準値より今回の申請結果が同等もしくは上回る場合のみ適に○をつけることとする。
※ 提案申請様式4－①（エネルギー消費削減量の計算書【総括表】）の 3.一次エネルギー消費量の計算結果表に記載された記号を参照し、該当する記号の計算結果の値を転記すること。
（３）一次エネルギー消費量（削減量）の評価結果シート

提案申請様式 4-① ～ 4-6 の該当する様式と、算定用Webプログラムを提出すること。

（４）評価結果　＜（１）で　③を選択した場合＞
	提案内容（仕様・性能）
	提案内容からの変更の有無
	変更の概要
	適合性評価

	
	有 ・ 無
	
	適 　不適


４．省エネルギー基準への適合状況

省エネルギー措置の項目　：　外壁、窓等を通しての熱の損失の防止のための措置
【該当する地域区分　　　：　　     　地域　】
	省エネルギー性能　
	該当地域の

数値基準
	今回の
申請結果
	適合性の
評価

	□年間暖冷房負荷の基準　　　　　
	年間暖冷房負荷
[MJ/（㎡・年）]
	
	
	適　不適

	□熱損失係数及び夏期日射取得係数の基準　　　　　　　　　
	熱損失係数
[W/（㎡・K）]
	
	
	適　不適

	
	夏期日射取得係数
	
	
	適　不適

	□仕様規定　　（設計・施工指針）
	等級4（　）
	等級4（　）
	適　不適


(注)１．エネルギーの使用の合理化に関する法律第７５条の規定による届出書（以下、単に「届出書」という。）を所管行政庁に提出している場合、又は住宅の品質確保等に関する法律第６条に規定する設計住宅性能評価書を取得している場合にあっては、その写しを添付すること。この場合、上記項目の記載は不要。（設計住宅性能評価によるものは、実績報告時に建設住宅性能評価書の写しを添付すること。）

２．該当項目の根拠となる計算書等の資料を提出すること。

３. 仕様規定を適用する場合は、別添1-添付資料も提出すること。

省エネルギー措置の項目　：　空気調和設備等に係るエネルギーの効率的利用のための措置


	省エネルギー性能
	提案時からの変更
	今回の申請時の仕様

	基本仕様
	空気調和設備
	有 無
	

	
	機械換気設備
	有 無
	

	
	給湯設備
	有 無
	

	
	照明設備
	有 無
	

	その他
	ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ
・太陽熱利用
	有 無
	

	
	太陽光発電設備
	有 無
	


(注) 「適合性の評価」及び「提案時からの変更」欄には、どちらか該当する方に○をつけること。
ただし、提案時の基準値より今回の申請結果が同等若しくは上回る場合のみ「適」に○をつけることとする。
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